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秋田県わらべうたとして知られる

「どじょっこふなっこ」。実はこの

歌詞のルーツは、青森県津軽地方

の「田植え歌」ではないかといわ

れています。田植え歌とは文字ど

おり、稲の苗を田に植えるとき、

その動作に合わせて歌われた仕事

歌。多くは実際の仕事の手順や豊

作を祈願する内容ですが、津軽地

方の田植え歌は、水の中の生物の

目を通して、春夏秋冬を描く非常

にユニークなもの。これが秋田に

伝わり、朗詠ふうに歌われていた

ものを、たまたま作曲家が耳にし

て、小学生でも歌える合唱曲とし

て作曲したそうです。
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